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目的・ねらい
当社で初めてのパソコン導入である。これを契機に当社長年の懸案であった顧客管理システムの抜本的改善が行われることになる。このシステムの目的・ねらいは次のとおりである。
1.顧客台帳基本機能の回復
・基本項目の記載漏れ、記載内容の不備の解消→非礼・信用失墜の回避
2.顧客台帳活用度の改善
・イベント企画の的確化、DM発送の有効・効率化
3.顧客管理工数・費用の削減
・各人の集中発生工数の半減など
4.OA化技術体験
・ビジネス・パソコン、リレーショナル型DBMSの利用体験

基本アウトプット(名称)
あいさつ状送付先一覧表
情報誌宛名ラベル
研究会用宛名ラベル
DM用宛名ラベル
DM候補者件数表など
更新チェック・リスト
企業別顧客情報一覧表
情報誌送付先一覧表など
顧客DB検索画面
(内容／利用目的)
各人がチェックしたうえで、あいさつ状の宛名書きに使う。
情報誌発送用
研究会(A、B、P)開催案内や諸連絡用
イベントないし販売案内状送付用
DM発送先検討用
最新の更新内容の一覧表(確認・チェック用)

半期ごとに顧客DB全内容を出力して内容の整理を行う。
送付先の妥当性の検討用
顧客台帳の内容項目を検索・確認する。
詳細はアウトプット説明書参照。

機能とその特徴
当社の顧客ないし見込み顧客に関する必要情報を的確に把握しておき、必要に応じ目的別に顧客情報の一覧表や宛名ラベルを作成する。そのため次の機能を持つ。
1.顧客の異動情報の入手
・新聞の異動情報の取り込み方法をルール化する(事務担当も重要顧客について実施)。
・電話で積極的に異動情報を入手する(事務担当)。
2.顧客管理情報の設定・付加
・基準に基づき登録対象の選定、各種区分コード設定を行う。
3.顧客情報の伝達
・情報入手して2日以内に事務担当に回す。
4.顧客台帳の更新
・パソコンを使って随時に台帳更新する。
・台帳を一元化する。
5.顧客台帳の整理
・定期的に台帳の整理を行う。
・企業別担当者が責任を持って台帳内容のバランス・整合性などチェックを行う。
6.顧客情報の検索、顧客の抽出
・検索が容易になる。
・目的に合致した複合条件が可能になる。
7.宛名リスト
・コンピュータで的確なリスト・宛名ラベルを出力する。
8.書状の発送準備
・単純作業で無駄なく封筒・DMができる。
9.顧客管理の重要性の徹底
・年4回程度社長が連絡会議で顧客管理について触れる。
基本インプット(名称)
顧客情報
名刺分
新聞人事情報分
各人が把握した人事情報分
各人の判断(区分データ)

整理すべき顧客台帳メモ
台帳出力指示
検索・抽出条件
(内容／入手方法)
住所、法人名、部署、役職、氏名、電話番号
法人名、部署、役職、氏名
名刺とほぼ同じ
あいさつ状・情報誌送付の有無、追跡区分など
全項目
整理用顧客情報一覧を出力するための出力指示
地域、部門種別、業種、役職ランク、イベントの参加区分
詳細はインプット説明書参照。


基本ファイル(名称)
[顧客データベース]

a. 顧客企業

(内容)
～名については、原則として～コードもあり。
法人、事業所、代表電話番号、当社企業別担当者、
業種、規模、地域


b. 部署
c. 個人(顧客)

d. イベント・プロジェクト
e. 当社担当
f.  aとdの関係
g.  cとeの関係
部署、部署区分、所属事業所
個人、所属事業所・部署、役職名、電話番号、各種区分
イベント区分、イベント名、開始日、終了日、規模
社員名、所属、その他
イベント名、顧客企業、参加年月日×n

当社担当者、顧客、取引先コード


[顧客管理基準]
顧客登録基準、顧客台帳整理基準、あいさつ状送付基準、情報誌送付基準、各種区分(コード)の定義など
詳細はファイル説明書参照。

その他
顧客データベースのc.「個人の各種区分」の内容
あいさつ状有無、情報誌有無、当社関係者区分、役職ランク、追跡区分
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